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 ５月２７日(日)に東海地震、富士山噴火そして安倍川の出水の３つの災害が連

続して発生することを想定した、国内初の複合型災害の防災訓練が、安倍川河川

敷をメイン会場として、その他６カ所のサテライト開場で実施されました。 

 サテライト会場のひとつである清水港では、中部地方整備局、清水港湾事務所、

清水海上保安部、静岡県、(社)日本埋立浚渫協会、NPO 中部みなと防災ネット、(社)

静岡県トラック協会、静岡県旅客船協会、清水港港湾建設工事安全協議会他の参

加により、津波来襲に備えた防潮扉の閉鎖、被災状況の海上からの調査、漂流コ

ンテナの起重機船による回収、海上漂流者の救助及び緊急物資の岸壁からの陸揚

げ、トラックへの積み込み等の様々な訓練が行われました。 

 全体では、約６，５００名が参加する非常に大規模な訓練となり、清水港サテ

ライト会場では約１２０名が参加し、本番さながらの緊張感のもとに防災訓練が

行われました。 

今回の訓練を通じて、関係機関との連携強化、防災に対する日ごろの備えの必

要性を再確認しました。 

 
 
 
 
 
田子の浦港は、駿河湾の湾奥部に位置し、急峻な海底地形と砂浜海岸であ

るという理由から、掘込式港湾として整備が進められてきました。今日では、

静岡県岳南地方の工業地域を支える重要な役割を担っています。現在、田子

の浦港では船舶の大型化に対応することと防災機能を高めるため、水深１２

m の耐震性の高い岸壁や航路・泊地の整備が行われています。 
整備の一環として、海底を掘り下げる浚渫（しゅんせつ）を行っています

が、浚渫した土砂を再利用するため一時的に陸上で保管していました。そこ

へ、５月下旬から繁殖のためにコアジサシ（小鯵刺）がやってきて、その土

砂の上に営巣を始めました。コアジサシは、オーストラリアなどの南の国か

ら飛来してくる、体長２５㎝ほどの鳥で、空から水中にダイビングをして餌

の小魚を捕らえることから、アジサシの名が付けられたそうです。 
コアジサシは、環境省のレッドデータブックによると、絶滅危惧Ⅱ類（絶 

滅の危険が増大している種）に位置づけられています。営巣には海岸や河川

敷などの草が生えない場所を好むようで、たまたま、一時保管中の土砂の上

がお気に召したようです。 
私どもは工事の工程を工夫し、コアジサシの営巣・繁殖をそっと見守ってい

きたいと思っています。 
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伊豆半島の沿岸域は、熱海港や伊東港をはじめ、美しい風景が

今なお残る地として有名ですが、一方で、東日本と西日本を結ぶ

重要な航路筋にあたり、航行する船舶が多いところでもあります。

それに加え、伊豆半島の先端は複雑な地形、厳しい気象・海象条

件により海難事故が多発する危険な海域と言われています。 

 伊豆半島の先端に位置する下田港では、緊急時の船舶の避難場所として、また、津

波から街を守ることを目的として、昭和５５年度から直轄事業により防波堤の整備が

進められています。 

その下田港において、平成１９年５月３０日（水）の早朝午前４時より、ハイブリ

ッドスリットケーソンを防波堤に据え付ける作業が行われました。 

 下田港は水深３０ｍ以上と他の港に比べかなり深く、そのため防波堤に使用される

ケーソンは、高さ２５ｍ、重さ約５，８００ｔもあり、８階建てのビルを海の中へ沈

めるのとほぼ同じです。ケーソンの据付は起重機船を使って行われ、約９時間後の同

日１３時に作業が完了しました。作業当日はあいにくの曇り空でしたが、波浪・風速

ともに穏やかでトラブルもなく、無事作業を終了することができました。 

現在、全体５０％近くの防波堤が完成しておりますが、まだまだ折返し地点である

ことを認識し、引き続き安全を第一に整備を進めてまいります 

 

 
去る６月１日（金）に、静岡県立島田工業高等学校２・３年生（計７７名）の皆さんが、港湾整備につい

て学習する目的で、清水港湾事務所の工事現場である清水港三保ケーソン製作場に見学に来られました。 
ケーソン製作場では、清水港新興津防波堤に使用するケーソン４函の製作工事を実施しており、港湾整備

の概要から防波堤の役割や製作過程について説明を受けたあと、実際に足場から製作の様子を間近で見学し

ていただきました。更に船上から、製作中のケーソンを据付けることになっている新興津防波堤を船上から

見ていただきました。 
また、６月２０日(水)には、静岡県立静岡農業高等学校３年生(２６名)の皆さんが来られ、事業概要や環境

保護への取り組みについて説明を受け､船上より清水港を見学していただきました｡ 
生徒の皆さんからは、「港湾整備について興味を持つことができた。」などのうれしい声を聞くことができ、

公共工事に対する理解を深めるだけでなく、将来の技術者を育てていくためにも､現場見学会は重要であると

感じました。今回の見学会により、今後の学習や進路を考える上での参考になればと思います。 

重さ約 5,800 ｔのケーソン

を、海に浮かべて防波堤ま

で運びます。 

下 田

まずは、ケーソン製作や進水・据付の

工程について説明。 

いよいよ作業現場の見学です。この日は、

型枠の取付作業が行われていました｡ 

次に、整備中の新興津防波堤を､

船から見学しました｡ 

ケーソンの高さ２５ｍ

土台の高さ約２０ｍ

スリット

沖　側



平成１９年 ６月３０日                               第７２号 （３）    

 

 
清水港湾事務所では、『みなと』の果たす役割を地域の皆さんに広く知っていただくことを目的とし

て“みなとづくり見学会”を開催しております。 
☆対象者☆ 県･市町村･自治会･NPO･学校･商工会等の団体(数名～数十名)単位で受け付けております｡ 
※なお､個人での見学希望は受け付けておりませんので､ご了承願います｡ 
★問い合わせ･申込はこちらまで★ 

○ 清水港湾事務所 ℡０５４－３５２－４１４８ (屋敷)  

○ 御前崎港事務所 ℡０５４８－６３－４８４０ (白崎) 

○ 下田港事務所   ℡０５５８－２３－１２０８ (杉浦) 

 
６月 １日 県立島田工業高等学校（現場見学会も実施） 見学会実績 

(６月分) ６月２０日 県立静岡農業高等学校 
 

 

＊＊＊花花花      火火火     大大大      会会会＊＊＊  

 

 
どの船もカッコイイ☆ 下田港監督測量船｢しもだ｣号 御前崎港監督測量船｢ふじ｣号 清水港監督測量船「まさき」号

 

 

 

   

＊＊＊おおおまままつつつりりり･･･イイイベベベンンントトト＊＊＊   

田子の浦みなと祭 ℡０５４５－６３－５２０９

7/15(日) 田子の浦公民館

熱海海上花火大会(全7回) ℡０５５７－８５－２２２２

7/25(水)～8/26(日) まで 熱海市観光協会

宇佐美海上灯籠流し･花火大会 ℡０５５７－３７－６１０５

8/1(水) 伊東観光協会

清水みなと祭り海上花火大会 静岡市清水区 ℡０５４－３５４－２１８９

8/5(日) 日の出ふ頭 清水みなと祭りの会事務局

御前崎みなと夏祭り花火大会 ℡０５３７－８５－１１３５

8/5(日) 御前崎市イベント実行委員会

按針祭海の花火大会 伊東市 ℡０５５７－３７－６１０５

8/10(金) なぎさ公園 伊東観光協会

相良海上花火大会 ℡０５４８－２２－５６００

8/10(金) 牧之原市観光協会

焼津海上花火大会 焼津市 ℡０５４－６２６－６２６６

8/14(火) 焼津港 焼津市観光協会

川奈港いるか浜花火大会 ℡０５５７－３７－６１０５

8/15(水) 伊東観光協会

伊豆多賀海上花火大会 ℡０５５７－６７－００１７

8/16(木) 多賀観光協会

土肥ｻﾏｰﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ海上花火 ℡０５５８－９８－１２１２

8/18(土)～8/21(火)の4日間 伊豆市観光協会土肥支部
⑪ 伊豆市

⑨ 伊東市

⑩ 熱海市

⑥

⑦ 牧之原市

⑧

③ 伊東市

④

⑤ 御前崎市

① 富士市

②
熱海市
熱海湾

国際カジキ釣り大会 下田市 ℡０５５８－２２－１５３１

7/19(木)～22(日) 下田港 下田市観光協会

踊夏祭(おどらっかさい) ℡０５４－６６２－０５２２

7/21(土) 大井川町観光協会

マリンフェスタアタミ2007 ℡０５５７－６８－１１７０

7/22(日) ﾏﾘﾝﾌｪｽﾀｱﾀﾐ2007実行委員会

ウミガメ産卵観察会 ℡０５４８－６３－１１２９

7月下旬 御前崎市社会教育課

奥駿河湾海浜祭 ℡０５５－９４１－３３１１

8/3(金) NPO法人奥駿河湾燦々会

伊東按針祭 伊東市 ℡０５５７－３７－６１０５

8/8(水)～8/9(木) 伊東海岸一帯 伊東観光協会

大井川のトーロン ℡０５４－６６２－０５２４

8/15(水) 大井川町企画公室

田子港祭り 加茂郡 ℡０５５８－５２－１１１４

8/15(水)～8/16(木) 西伊豆町 西伊豆町観光商工課

⑥

⑧

⑦
大井川町
吉永海岸

④ 御前崎市

⑤ 沼津市

①

③ 熱海市

②
大井川町
大井川港
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：三保にイワシ入ってきたよっ！！ 

F ：おぉぉ～、遂にきましたか。イワシこそ駿河湾の宝だよね。 

：そうだね、シラスだってイワシの稚魚なんだからね。 

：へえ～そうなのか、それじゃあイワシはやっぱり水産資源の文字どおり｢源｣と言えるんじゃ

ないかなぁ。海面が真っ黒になって大群が押し寄せてくるのを目の当たりにすると、清水み

なとの底力みたいなものを感じちゃうよ。 

：そうだ、釣りに行こうよ、イワシの下には大物が潜んでるんだよ。この時期はイカがチャンスさ。さっ

き見てきたから間違いなし。 

：さすがﾍﾞｪず、海の中までお見通しってことかい？あっそうか、ﾍﾞｪずは駿河湾生まれだった

ね。 

：釣り方は餌木（えぎ）と呼ばれる疑似餌（ぎじえ）を

餌木っていうルアーを、さも生きてるかのように操って

食い気を誘うゲーム感覚的な熱～い

使うよ。イカ釣りは独特で、エビのような形をした

釣りさ。  ポ

イントは三保防波堤～三保灯台にかけてだよ。 

それでは､Let's fishing !! 

 

7/14(土) 

｢ふ

☆船から御前崎港を見学しよう! 

 

 

 じ｣&｢あしたか｣体験乗船 
御前崎港 

牧之原市教育委

☎０５４８-５３-２６４８ 

員会 

スポーツ振興課 

7/15(日) 

海

☆東海

 

田子の浦港 

海交流 2007 実行委員会 

☎０５４５-３３-０１７０ 

交流 2007 

大学｢望星丸｣一般公開 

10:00～15:00(吉原ふ頭) 

☆花火大会 20:00～(富士ふ頭) 

 

7/16 

(月･祝) 

 

  

 林英哲(太鼓)｣ 

文化センター 

日韓港湾

☎０５４-２２１-３０５０ 

日韓港湾交流フォーラム in 清水 

  ☆日韓港湾シンポジウム 13:00～

☆日韓交流コンサート 15:30～ 

｢金徳洙サムルノリ With

静岡市清水 
交流フォーラム 

実行委員会事務局 

7/27(金) 
☆船に乗って､マダイの稚魚を放流しよう 

御前崎港 
☎０５３７-８５-１１２５ 

小 御前学生マダイの体験放流 崎市農林水産課 

アオリイカ編

(釣りバカカリチョ－：監修) 
 

 

アオリイカ＝胴長 25 ㎝・重さ

800ｇ(三保飛行場付近にて) 

ヤリイカ＝胴長 34 ㎝ 

(三保飛行場付近にて)  

受付時間：９時～１２時、１３時～１７時(土･日､祝祭日は除く) 

･海やみなとの利用に関すること 

・総合的な学習時間に関すること 

・みなとの構想や計画に関すること 

・海洋土木技術に関すること 

・みなとの防災に関すること 

その他、海とみなとに関することは 

何でもお問い合わせください 

全国共通フリーダイヤル 
おーいに    よくなれ    みなと  

本誌に関するお問い合わせ等はこちらまで･･･清水港湾事務所 企画調整課 太田 ・ 屋敷  ℡054-352-4148 

ｅ-ｍａｉｌ shimizukouwan@pa.cbr.mlit.go.jp 




